
サービス提供プロセスの管理に関する演習

～事前ガイダンス～

【演習１】個別支援計画の作成

【演習２】個別支援計画の実施状況の把握

（モニタリング）および記録方法

1



基礎研修・実践研修・更新研修のねらい

基礎研修：プロセス
アセスメント、個別支援計画の作成、
相談支援専門員との連携、多職種連携

更新研修：自己検証
施策の最新の動向、自己検証、

スーパーバイズ

実践研修：質の向上
支援会議の運営、サービス（支援）提供職

員への助言・指導、個別支援計画の質の向
上

3年
原案作成が可能

基礎研修 修了後2年
サービス（児童発達

支援）管理責任者とし
て配置

5年毎

サービス（児童発達
支援）管理責任者とし
て継続
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基礎研修カリキュラム

基礎研修の目的の
キィーワード

基本的な理念や倫理、利用者主体、エ
ンパワメント、ＩＣＦ

支援のプロセス、ＰＤＣＡサイクル

相談支援専門員との連動、
援助方針を導き出すプロセス、
利用者の生活全体をイメージ

障害の理解、個別アセスメントに特化
しないこと、地域の中での関係性

ストレングス、サービス等利用計画等と
個別支援計画の連携、ニーズの把握、
課題の整理

プロセスの理解、サービス（支援）担当
者、（個別）支援会議、モニタリング、傾
聴

モニタリング、サービス等利用計画等
との連動、多職種連携、情報の整理
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4

演習の内容と目的

Ⅱ. サービス提供プロセスの管理に関する演習（７．５時間）

〇演習ガイダンス
事前に演習の内容や目的を理解し、事例等の概要
を読み込むことで、スムーズな演習が実施できるよう
にする。

３０分

1. 個別支援計画の作成（演習）

モデル事例を活用したグループワークにより、サービ
ス等利用計画に示される総合的な援助方針、長期
目標及び短期目標を踏まえて、個別支援計画の支
援内容、担当者、連携の頻度等について検討する。
それに基づき、支援目標、支援内容を設定し、個別
支援計画を作成する。

２４０分

2. 個別支援計画の実施状況の
把握（モニタリング）および記
録方法（演習）

モデル事例を活用したグループワークにより、事業
所において提供している支援のモニタリングについ
て、サービス等利用計画等との連動性を念頭に入れ
ながら、視点・目的・手法等を理解する。

１８０分



７つのセクション
１．個別支援計画の作成（演習） 270分

①ガイダンス

②サービス担当者会議への参加準備 ～利用者概要の把握～

③サービス担当者会議体験～アセスメントの深化と生活全体のニーズ把握～

④個別支援計画作成に当たり本人との面接～事業所におけるニーズ把握～

⑤個別支援計画の作成・発表

２．個別支援計画の実施状況の把握（モニタリング）及び記録方法 180分

⑥サービス担当者会議のロールプレイ（モニタ）～追加情報の提示～

⑦個別支援計画修正案の作成
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必要に応じて、医療の必
要性や職業能力の程度な
どについて、外部の専門
機関等に状況照会。
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演習事例の概要 【この事例の登場人物、施設名等の名称はすべて仮称です】

• 水道橋久さんは、Ａ市で2人兄弟の長男として出生。発語や歩行し始めるのが少し遅かった。小学校の１、2年
生の時は普通学級に通っていたが、授業中落ち着きが無く、席を立って教室内を歩き回わり、突然怒りだし友
達に手をあげて殴ってしまうことがあり、小学校3年生からは情緒支援の特別学級に移った。小学校6年生の
時に軽度の知的障害と判定を受けた。

• 中学は特別支援学校に進学。中学校での生活は、太鼓部に所属し顧問に根気よく教えてもらい部活動では楽
しく過ごしていた。昆虫や木工にも興味をもっていた。久さんが中学校２年生の秋に両親が離婚。以後、父親と
弟の3人暮らしとなった。その後、久さんは母親と1年に1～２回は会っている。

• 久さんは、特別支援学校の高等部を卒業し、製造部品を作る工場に就職。面倒見の良い上司が、わかるまで
丁寧に教えてくれて、ときに叱咤激励してくれたことで、安心して働いていた。しかし、上司が変わってから「上
司からの注意が怖い」「仕事が集中して取り組めない」などを訴え、退職して自宅でのひきこもり状態の生活に
なった。

• 久さんが退職して半年後、父親が通勤途中で交通事故にあい大けがをして、仕事ができなくなり生活保護とな
った。父親から「久の面倒をみていくことができない。何とか施設に入れてもらえないか」と市役所に相談があ
った。久さんも「いずれ自分のことは自分でできるようになりたい」ので「一人暮らしに向けた準備をしたい」し「
すぐに働く自信はないのでそのために力をつけたい」とグループホームを利用しながら、就労継続支援B型事
業所に通所することを希望した。

• 久さんは、相談支援事業所にサービス等利用計画案の作成を依頼し、相談支援事業所がアセスメントを実施
、計画案を作成し久さんに提示し、了承を得たので計画案をＡ市福祉課に提出しました。それを受けてＡ市福
祉課は共同生活援助と就労継続支援Ｂ型の支給決定を行いました。相談支援事業所の相談支援専門員は、
「サービス担当者会議」を行います。

• みなさんは、サービス管理責任者として、サービス担当者会議に出席します。出席するにあたり、水道橋久さ
んの「事例概要」及び「アセスメント表」をもとに、奇数番号グループは「共同生活援助」を、偶数番号グループ
は「就労継続支援B型」を利用することを前提として「事前準備」を行ってください。
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※点線枠部分は、必要により実施
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事業所見学などを事前に行わない
場合は、サービス提供事業者と利用
者が初めて出会う場面となります。
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体験
利用

事
例
概
要

ア
セ
ス
メ
ン
ト
表

本
人
と

面
接

サービス等利用計画案を作る段階
で利用者が一定期間サービスの体
験をする場合があります。そのとき
はこの段階で事業者によるアセスメ
ントも可能です。
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各事業所の想定

• 演習１及び２では、共同生活援助と就労継続支援B型
のいずれかの事業者のサービス管理責任者の役割を
体験します。

• グループ番号が奇数番号と偶数番号でそれぞれの事
業者に分かれて演習を進めます。

• 奇数番号（１・３・５・・・・・）のグループは

→「共同生活援助」事業者

• 偶数番号（２・４・６・・・・・）のグループは

→「就労継続支援B型」事業者
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グループホームピアハウスの概要

• 共同生活援助事業所（介護サービス包括型）

＊夜間は連絡体制のみ

• 入居定員４名 現在 男性４名利用中

• 建物 戸建住宅 ５ＬＤＫ

• 居室４室（８畳） 世話人室 リビング（共有スペース）、お風呂、トイレ、洗面所
、キッチンは共有

• 立地環境 住宅地の一角にあり、すぐ隣には公園がある。歩いて５分の所に
コンビニ、スーパーなどがあり、駅までも徒歩１５分程度。

• サービス管理責任者 ― 川崎 まさお

＊普段は別にある事務所にいて、他に２ヶ所のホームも見ている。

• 世話人 ― 豊田 のぞみ 月～金 ６：００～９：００、１５：００～２０：００

（１日 計８ｈ勤務）

• 生活支援員 ― 名古屋 ひかり 土・日 ８：３０～１７：３０（８ｈ勤務）
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就労継続支援Ｂ型事業所「スマイル」 の概要

事業所所在地の環境 人口は約10万人、人口の約３０%は65歳以上の高齢者であり、人口の5%にあたる約５千人が障害者手帳を
保持している。

県庁までは自動車で１時間、都市圏までは電車で１時間程度かかる。
産業は、新都市開発による工場誘致により第二次産業が増加傾向にある。
公共交通機関は地元の鉄道、バスがあるが、自動車が移動手段の中心である。

地域の社会資源の状況 障害福祉サービス事業は、市内の社会福祉法人やNPO法人により、就労継続支援A型・B型、生活介護、生
活訓練、就労移行支援の各事業が整備されている。

相談窓口として、障がい者相談支援センター1ケ所、特定相談事業所８ケ所があり、障害者就業・生活支援
センターは隣市にある。

地域の地場産業 自動車産業が盛んな地域であり、部品の製造をはじめとした下請け企業が多い。以前は、家内工業の工場が
たくさんあり、職親制度等も利用して障害のある人の雇用がされていたが、最近はほとんどが閉鎖・倒産して
いる会社が増えている。

事業所の概況 多機能型事業所
就労移行支援事業 定員１２名
就労継続支援B型事業 定員２０名
現在の利用者は、身体・知的・精神など多様な障害種別の人が利用している。
久さんが利用を予定しているグループホームからはバスで１０分（徒歩ならば４５分かかる）の距離である。

職員構成 管理者１名（６０代女性） サービス管理責任者１名（本田一郎：４０代男性）
職業指導員３名（４０代女性、６０代男性、２０代女性）
生活支援員２名（３０代女性、３０代男性） 就労支援員１名（３０代女性）

日課 ＊平日 ９:３０～１６:００ ＊土日祝日は休所

主な作業内容 作 業 内 容 工賃の状況

カフェ（接客、皿洗い、調理補助等） 時間 ２００円～４００円

組み立て作業 時間 ２００円～４００円

施設外就労活動 (近所の運送会社での倉庫内作業・袋詰め作業) 時間 ４００円～５８０円
14



【事例情報】
０１ 事例の概要
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【事例情報】
０２ アセスメントシート



【事例情報】
０３ 学齢期の情報



キーワード
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・プロセスの理解 ・（個別）支援会議

・モニタリング ・傾聴

・サービス等利用計画等との連動

・多職種連携 ・情報の整理



事前課題

①事例情報の読み込み

０１ 事例の概要

０２ アセスメントシート

０３ 学齢期の情報

②分からないワードについて理解する

③共同生活援助、就労継続支援Ｂ型の事業内容等について
理解する
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